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高齢者多

10月～12月の交通死亡事故の特徴（R1～R5）

01 10月～12月は交通死亡事故が増加

薄暮時・夜間における歩行者死亡事故件数

10～12月の薄暮時・夜間は、1～9月に比べ、
歩行者の死亡事故が増加します。
この時間帯は、周囲の視界が悪くなり、自
動車や自転車、歩行者などの発見がお互い
に遅れたり、距離や速度が分かりにくくな
るためです。

02 薄暮時・夜間の歩行者の死亡事故が増加

6.0件

1.7件

※件数は、ひと月当たり

約3.5倍

※薄暮時とは、日の入り時刻の前後１時間をいい
ます。

薄暮時・夜間は特に注意！

03 薄暮時・夜間の歩行中死者は横断中の高齢者が多い

高齢者
16人,88.9%

横断歩道
2人

歩行中死者
(薄暮時・夜間)

18人

反射材非着用多横断中多

《キーワード》

薄暮時・夜間 高齢歩行者 横断中

月別・交通事故死者数（145人）

96人

過去５年間では10月、11月、12月の順で多い

１～９月の１か月平均死者数＝10.7人
10～12月の１か月平均死者数＝16.3人 約1.5倍

状態別・交通事故死者の割合（10～12月）
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1～9月 10～12月

21人､42.9%

19人､38.8%

5人､10.2%

4人､8.2%

27人､28.1%

44人､45.8%

11人､11.5%

13人､13.5%

1人､1.0%

10～12月は、

死者に占める歩行者の割合が増加

（28.1% ⇒ 42.9%）

その他

高齢歩行中死者
(薄暮時・夜間)

16人

高齢歩行中死者
(薄暮時・夜間)

16人

高齢者以外
2人,11.1%

横断歩道付近

2人

その他
10人

横断中以外
2人,12.5%

横断中
14人,87.5%

反射材なし
15人,93.8%

反射材あり
1人,6.2%

福井県警察



交差点
88件

交差点
88件,73.3%

高齢者横断中
(薄暮時・夜間)

120件

交差点以外
32件,26.7%

薄暮時・夜間の高齢歩行者横断中の人身事故（ R1～R5 ）

横断後半 多

～120件122人の特徴～

直進車両との
事故
70件

横断後半
43件,61.4%

横断前半
27件,38.6%

横断中高齢者
(薄暮時・夜間)

122人

違反あり
36人,29.5%

違反なし
81人,66.4%

違反あり
36人

右折車
43件,48.9%

直進車
38件,43.2%

左折車
7件,7.9%

調査不能
5人,4.1%

右折車、直進車
との衝突 多

交差点 多

信号無視
7人,19.4%

横断歩道外横断
10人,27.8%

車両の
直前直後横断
9人,25.0%

斜め横断
5人,13.9%

飛び出し
2人,5.6%

左側通行
1人,2.8%

その他の違反
2人,5.6%

安全不確認
57人,47.5%

【人的要因】

ドライバー
120人

前方不注意
56人,46.7%

予測不適
5人,4.2%

動静不注視
2人,1.7%
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17時台から19時台 多

約７割は違反なし 危険な横断 多 漫然運転 多

事故防止のポイント

高齢歩行者
薄暮時・夜間の外出は控える

横断中も左側からの車両には特に注意

横断歩道利用時も通行車両に注意

明るい服装と反射材の着用

ドライバー
薄暮時は早めにライト点灯を点灯

ハイビーム・ロービームのこまめな切替

危険予測（歩行者が渡るかも）の徹底

速度を控える

（件）


